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鹿児島市 
火山防災トップシティ構想 
【第２回 検討委員会】 

鹿児島市 危機管理局 危機管理課 

平成３０年６月５日 
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１ 第１回検討委員会のふりかえり 

【桜島視察】 
■日 時  平成30年4月27日（金）13：30～16：30 

■場 所  地獄河原、黒神埋没鳥居、湯之平展望所、ハルタ山観測坑道 
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【第１回検討委員会】 
■日 時  平成30年4月28日（土） 9：00～11：00 

■場 所  市役所東別館3階 災害対策本部室 

■内 容  ・  鹿児島市火山防災トップシティ構想の検討 

      ・  今後の進め方の検討 
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※ 経過報告（第１回検討委員会以降） 

＜H30.04.28 朝日新聞＞ ＜H30.04.28 南日本新聞＞ 
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＜H30.05.15 南日本新聞＞ 

＜H30.04.29 南日本新聞＞ 
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＜H30.05.20 南日本新聞＞ 
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＜H30.05.28 南日本新聞＞ ＜H30.05.26 南日本新聞＞ 
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•  市民にとって桜島は災害の山ではなく、心の山として付き合っているのではないか。

愛を非常に感じる。 

•  行政が行うロードスイーパーによる降灰除去はもちろん、克灰袋による宅地降灰除

去など火山灰対策が住民ベースで対応できていることが優れている。 

•  桜島と共生してきた長い歴史、そしてこれからも桜島と過ごすという意識を持って日

常の生活をしていると思われる。火山との付き合い方をよく知っているのが鹿児島市

（住民）ではないかと感じる。 

•  火山地域は土砂災害等が発生しやすいが、桜島は植物の繁茂状況を見てもその

発生頻度は抑えられており、土地が安定している。これは治山対策等の火山防災対

策ができているからではないか。 

•  これまでに鹿児島市内で開催した1988年鹿児島国際火山会議や、今年開催する

火山砂防フォーラム等で、世界に継続的に発信することも大切だろう。 

•  何をもってトップシティとするのかをしっかり考える必要がある。 

•  火山観光と安全の両立が重要である。ハワイの場合、ミュージアム、ツアーコース、

１日日帰りコース等がある。また、火口が見えるのも良い。ミュージアムだと、ジャ

ガーミュージアムの見せ方も、伝えたいことが明瞭で良かった。 

＜第１回検討委員会における意見の整理＞ 

全 般 

情報発信 

情報発信 

全 般 

情報発信 

全 般 

防災強化 
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•  地元の人が火山を愛していることをＰＲしているところと、していないところがある。 

•  何を見せるのか、できていることとできていないことを整理しながら進めていくと良

いのではないか。 

•  昨日の視察を受け、びわ、さくらじま大根などをすぐに食べられたりするようにして、

ＰＲした方が良いのではないかと感じた。 

•  鹿児島市では、火山防災の取組や計画が細やかに良くできていると感じた。 

•  防災となると意識の中に危険なものとして位置づけられてしまう。しかし、面白い文

化、火山の恵みをセットにして発信することが重要である。 

•  火山の恵みは、昨日の視察時の説明に感銘を受け、いろいろ勉強したい。 

•  地域ならではの文化を本構想に組み込んで発信していくことが重要である。 

•  せっかく既にしっかりした火山防災対策が整っているので、外国語での発信は重要

である。今日の資料自体が情報発信に使える。ホームページに載せてはどうか。 

•  大規模噴火における避難計画は、イタリアのベスビオ火山やインドネシアのメラピ

火山等の事例を今後も継続的に学んでいき、世界を見据えた火山防災トップシティと

して進んでほしい。 

•  降灰対策は現時点でも世界的に見ても進んでいると感じている。活発な桜島火山

の降灰活動を受け、1970年代からニュージーランドの研究者は興味を持ちそれを学

び、英語で情報発信した。日本はそれを受けて和訳して国内向けに情報発信した。 

全 般 

情報発信 

情報発信 

情報発信 

情報発信 

全 般 

情報発信 

情報発信 

防災強化 

情報発信 
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•  インドネシアのアグン火山が噴火した際、火山から約５０ｋｍ離れたところにあるデ

ンパサール空港が降灰の影響を受け、空港がしばらく使えなかった。鹿児島の経験、

例えば除灰や情報発信方法が、速やかな復旧や観光対策に役立つと考える。 

•  鹿児島の火山防災対策を英語で情報発信すべきである。 

•  鹿児島の火山防災対策の先進性は、住んでいるとわからないことである。 

•  避難訓練が48年間行われていることはアピールできるのではないか。防災だけで

なくこのような地域の取組を長期間実施している事例はまずないだろう。 

•  市町村合併等もあり、市内でも桜島から離れるほど火山防災に対する意識は異な

る。このような温度差をなくしたり、市街地側の市民にも、桜島の住民が避難してくる

計画となっていることを知ってもらい、受入れ側としての認識を持ってもらうよう市民

に向けて情報発信することも必要。 

•  火山灰は厄介だが、市民は住み続けている。桜島を本当に愛していると思う。桜島

は鹿児島の象徴である。市民の多くに、桜島を知ってもらうことが重要である。しつこ

いくらいの情報発信が重要。市民全員がトップシティということを認識しているという

のが理想。 

•  防災対策だけなら行政だけで検討したらよい。しかし、本構想は、内向きの対応（防

災対策）と外向きの対応（観光等）の両面があると思う。この構想では、どういうところ

に力を入れるべきかを考える必要がある。 

貢 献 

情報発信 

情報発信 

情報発信 

情報発信 

情報発信 

全 般 
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情報発信 

防災強化 

情報発信 

防災強化 

情報発信 

防災強化 
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•  約25年前に初めて避難訓練に参加したが、本日の説明を聞いて、訓練が進化して

いるとあらためて感じた。 

•  26年間桜島に住んでいるが、昨日の視察では初めて行った場所が多く、こんなとこ

ろがあるのかと驚いた。もっと関心を持ってもらえるよう、そのような場所をめぐる住

民向けのツアーや観光客向けのツアーがあっても良いと感じた。 

•  約７年鹿児島市（市街地側）に住んでいても、噴火した時にどう対応したらよいか、

何を持っていったらよいか分からない。 

•  観光客の立場で言うと、観光客はどう避難したらよいか分からないので、フェリーを

降りたら手渡される観光客向け避難行動マニュアルがあると良いのではないか。 

•  霧島山噴火時のニュースを見たアメリカ在住の友人からSNSで連絡があった。その

内容から、火山の怖さが伝わっていないことが分かった。観光面はトリップアドバイ

ザー等を見ればわかるが、火山防災については見る場所が決まっていないから、そ

の充実は必要ではないか。 

•  これまでの意見をまとめると、次の三点が挙げられる。一点目は、世界のトップにな

るために今後どうしていくのか、トップシティとしての“要件”が必要である。災害対策

のきめ細やかさが必要。例えば、外国人観光客などの避難対応をどうするか。また、

大量の降灰があった際、高齢者は宅地の火山灰を除去しきれない。 



情報発信 

防災強化 

貢 献 

貢 献 

情報発信 

防災強化 

貢 献 

防災強化 
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•  二点目は、情報発信の重要性。今は片思い状態の情報発信だと感じる。市民、国

内、海外等、対象を考えた情報発信が必要であろう。 

•  三点目は、国内外への具体的な貢献。例えば、中古の桜島フェリーはインドネシア

で使われている。中古のロードスイーパー等も寄付するような取組等も考えられる。 

•   トップシティとして何をやるかが重要。ただ、市外から人に来てもらいたいという観

光の観点だけでなく、防災の枠組みが必要。 

•  2013年に鹿児島市内で開催したIAVCEI（国際火山学及び地球内部化学協会）でも

多くの人に来てもらったが、防災で来てもらうためには、市独自の火山防災研修コー

スを創設する等の取組も必要だろう。 

•  人を呼び込むためには、「来てください、来てください」だけでは駄目で、もっとこちら

から外に出ていく必要がある。鹿児島はそれができていない。 

•  トップシティについて市内で理解を進めるには、市民、事業者、行政等のそれぞれ

がやるべきことを示すと良いのではないか。市役所内でも他の課のことは知らない現

状はどこの地方公共団体でもある。 

•  既存の事業や資源を有効活用することが重要である。その際、コンサルを入れて、

防災研修だけでなく、市内や海外の子ども向けの防災教育等も検討すると良い。 

•  火山防災だけでなく、広く自然災害全般の良いモデルがあれば取り入れることも大

切だと考える。 



•  火山防災はやるべき対応が他の自然災害よりも多いと考えている。火山防災を制

するものは自然災害を制すると考えている。 

•  火山地域の地盤は脆弱で土砂災害等が発生しやすい。そのため、毎年「鹿児島で

土砂災害が発生した」という負のイメージの情報が報道を通じて情報発信される。こ

れでトップシティというのは厳しい。安心安全のイメージを情報発信できると良い。負

のイメージを打ち消す検討が必要。 

•  内閣府（防災担当）の避難計画ガイドラインは進化しているので、それとの対応も確

認するため、避難計画の策定状況について最近の調査結果も確認すると良い。 

•  三島村や十島村、霧島市などが火山噴火の危機にあるときなど、支援していくこと

がトップシティとして大切な姿勢であると考える。 

•  また、地方公共団体向けの火山防災研修の創設は期待を寄せている。 

•  周辺市町村に、本日の資料を提供するのも良い。 

•  平成23年の霧島山（新燃岳）噴火時には、鹿児島市はロードスイーパーを貸し出し、

援助した実績もある。 

•  ミュージアムのあり方を考えても良いのではないか。総合研修施設のようなものが

良いと考える。１階にミュージアムとコンビニ、２階に研修施設、３階に宿泊施設、そし

て４階に観測所を置くなど。その際、火山観測体験コーナーを設けることなどもソフト

として導入できるのではないか。 

防災強化 

情報発信 

防災強化 

貢 献 

貢 献 

情報発信 

防災強化 

貢 献 

13 



•  大正噴火の時、計画がなくても住民は行動できた。現在のようにヘルメットもない。

どうして行動できたのか。各種防災計画があるが、その検証が重要だろう。噴火した

後に、計画がどれだけうまく実践されたかが計画の強度だと考える。 

•  噴火警戒レベル４のとき、あの時点であのような火山活動状況になるとは思わな

かった。日々反省である。一方で、約１週間の避難所生活については、後ろ向きにと

らえている人はおらず、貴重な体験という声を多く聞いている。 

•  貴重な体験ができたという声が出たのは、桜島の島民の防災意識が高かったから

ということはないか。市民と行政の情報の共有や、桜島島内の市民と島外の市民と

の情報共有の仕組みの構築が今後重要であろう。 

•  市街地にいる住民の意見を前に聞いたとき、噴火警戒レベル４を聞いても、対岸の

火事という感じだった。 

•  噴火騒ぎから、どのように脱却して盛り返すか、その方法があれば知りたい。 

•  その話が風評被害対策という意味であれば、それは根本的に無理だと考える。し

かし、草津白根山の例で言うと、草津町長が早い段階で安全な地域について宣言を

し、事態収拾に至った。火山地域間のネットワーク構築の推進等により対応していく

などの風評被害対策を今後検討することは重要であろう。 

 

 

防災強化 
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・災害対策のきめ細やかさ等、世界を見据 
 えた対策の強化が必要 
・地元、国内、海外等、対象に応じた情報 
 発信が必要 
・鹿児島の経験や対策は他の地域の参考 
 になるので、具体的な貢献が必要 

第１回鹿児島市火山防災トップシティ構想検討委員会 
委員長まとめ 

火山防災トップシティとなるために 
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